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戦 評
男子決勝リーグ第２戦、共にシード校を破って決勝リーグに進出した有田工と鳥栖工の対戦は、有田工が勝利し２勝目をあげ

た。第１Ｐ、有田工ハーフコートマンツーマン、鳥栖工オールコートマンツーマンでスタート。序盤、今ひとつオフェンスのリズムが悪

い有田工はタイムアウト後、ディフェンスをハーフコート2－1－2ゾーンにし、♯９福田、♯４秀島が得点を重ねる。しかし、鳥栖工は

相手のミスから♯４角田が立て続けに速攻を決め、さらに♯６有家の３Ｐシュートも決まり終盤一気にリードを奪い26対16として終

了。第２Ｐ、有田工のハーフコート2－1－2ゾーンに対して鳥栖工はオフェンスのリズムが崩れ、得点が伸びない。一方有田工は♯

７青木光の速攻を皮切りにオフェンスリズムが戻り、♯10青木希、♯14中島の得点で差を詰め37対34として後半につなげる。第３

Ｐ、相変わらず鳥栖工は相手のゾーンディフェンスに外のシュートが全く入らず、５分間無得点。逆に有田工は相手の2―3ハーフ
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了。第２Ｐ、有田工のハーフコート2－1－2ゾーンに対して鳥栖工はオフェンスのリズムが崩れ、得点が伸びない。一方有田工は♯

７青木光の速攻を皮切りにオフェンスリズムが戻り、♯10青木希、♯14中島の得点で差を詰め37対34として後半につなげる。第３

Ｐ、相変わらず鳥栖工は相手のゾーンディフェンスに外のシュートが全く入らず、５分間無得点。逆に有田工は相手の2―3ハーフ

コートゾーンに対して♯７青木光がうまくゴール下を攻め一気に逆転する。44対51と有田工がリードして終了。第４Ｐ、鳥栖工はよう

やくオフェンスのリズムが戻り♯６有家らが得点を重ねるが、有田工は相手のオールコートディフェンスに慌てることなく対処し、♯

４秀島、♯５稲富、♯７青木光らが快調に得点を重ね、付け入る隙を与えず59対77で勝利した。


